
 
 

日本各地には、今でも農作物作りには欠かす事の出来ない農業用施設として、その土地や

風土に合わせた様々な「ため池」が数多くある。このため、各地域のため池の特徴について、

平成 30 年度の農林水産省ため池データベースにより確認、比較を行った。 
最初に、ため池データベースの全データから「廃止」や「データ不明」のため池を除外。 

抽出されたものを「現存ため池」とし、これをさらに、タイプ別・地形別に区分した。タイプ

別の区分は「皿池・谷池・その他」の 3 種類。これを地形区分によってさらに「山地・丘陵

地・台地・低地・その他」の 5 種類に細分化。以下のとおり、計 15 区分とした（表 20）。 
 
 
 地 形 別 

タ
イ
プ
別 

皿池（山地） 皿池（丘陵地） 皿池（台地） 皿池（低地） 皿池（その他） 

谷池（山地） 谷池（丘陵地） 谷池（台地） 谷池（低地） 谷池（その他） 

その他（山地） その他（丘陵地） その他（台地） その他（低地） その他（その他） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現存ため池を 15 区分した後、実際に水利組合等の複数人で使われていると想定される貯水

量 1 千ｔ以上で水を使う受益者 3 戸以上のため池を再抽出した。抽出した結果が、次頁にあ

るグラフ（上段：国内ため池、中段：東日本ため池、下段：西日本ため池）となっている（図

48、図 49、図 50）。抽出した数値の詳細値については『７．谷津沼の特徴比較用【参考資料】』

による。 

４．谷津沼の特徴を比較 

表 20 農林水産省ため池データベースの抽出区分 

図 47 皿池・谷池のイメージ 

皿池（左）：地表面を掘削して貯水 ,谷池（右）：谷あいに堤を築いて貯水 

129



図 48 国内ため池の割合を表したグラフ 

【現存ため池（左）、水量 1 千ｔ以上・受益 3 戸以上ため池（右）】 

図 49 東日本ため池の割合を表したグラフ 

【現存ため池（左）、水量 1 千ｔ以上・受益 3 戸以上ため池（右）】 

図 50 西日本ため池の割合を表したグラフ 

【現存ため池（左）、水量 1 千ｔ以上・受益 3 戸以上ため池（右）】 
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図 51 16 丘陵地域のため池割合を表したグラフ 

【現存ため池（左）、水量 1 千ｔ以上・受益 3 戸以上ため池（右）】 

図 52 比企丘陵のため池割合を表したグラフ 

【現存ため池（左）、水量 1 千ｔ以上・受益 3 戸以上ため池（右）】 

 
次に国内の代表的な 16 地域の丘陵地についても確認を行い、比企丘陵と比較を行った（図

51、図 52）。抽出した数値の詳細値は『７．谷津沼の特徴比較用【参考資料】』による。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
国内「ため池」について 
 日本国内にある「ため池」は、谷状の地形を利用した谷池形式のよるものが大多数であっ

た。山林が国土の約７割を占める国内の地形は、ため池が多く在る地形も山地や丘陵地とな

り谷状地形の谷池が多くあった。 
ため池数は東日本地域の約 32,700 箇所に対して西日本地域は約 78,900 箇所と東日本地域

の 2 倍以上あり、実際に使っているため池はどちらも 41％程度であった。このため、箇所数
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表 21 16 丘陵地域平均と比企丘陵地域の比較表 

の多い西日本地域では使っていないため池の数が多いという事が分かる。 
ブロック別の割合では、東日本地域内で最もため池の多いブロックは東北ブロック、使っ

ていないため池の多いブロックは北陸信越ブロックとなっている。西日本地域内では最もた

め池の多いブロックは中国ブロック、使っていないため池の多いブロックは沖縄ブロックで

あった。ため池箇所数の最も少なくなっている地域は、11,655 箇所少なくなった中国ブロッ

クであった。 
全国には使われていないため池が数多くあり、このことは、地域で行われている農業に合

わせてため池の必要度は大きく変わっているものと考えられる。 
 
比企丘陵にある「谷津沼（ため池）」の特性について 

比企丘陵地域は、地形の特性により国内の丘陵地域の中でも勾配が緩やかな地域である。

国内の主な丘陵地平均勾配の 2.5％に対し 1.0％と半分以下となっていて、標高も平均すると

60ｍから 70ｍ程度の比較的平坦な丘陵地であった。各丘陵地域で特色があり、当地域と 16 丘

陵地域の平均と比較して検討を行う。 

当丘陵地は、国内でも早くに人々の生活が始まったと考えられ 1,400 年以上前から現在と

同様な谷津沼を利用した農業が行われていたと推測される。谷津を堰き止めた人力による谷

津沼造りであったことから谷津沼の面積も 4,570 ㎡と平均面積 6,110 ㎡の 75％程度であっ

た。1 ㎢当りのため池数も谷津沼数が 1.11 箇所に対し平均数 0.46 箇所となっているが、当

地域は谷津が多く、ほとんどの谷津に谷津沼が在る事に起因するものと思われる。また、谷

池の集水面積を比較すると当地域 10.79ha に対し平均 17.38ha の 62％程度、現在も使用して

いる割合では 78.0％に対し 43.2％であった（表 21）。 

 
 
 ため池面積 1 ㎢当り箇所数 谷池集水平均面積 

A 区分 B 区分 A 区分 B 区分 A 区分 B 区分 

16 地域平均 6,110 ㎡ 8,700 ㎡ 0.46 箇所 0.20 箇所 17.38ha 21.90ha 

比企丘陵 4,570 ㎡ 4,160 ㎡ 1.11 箇所 0.87 箇所 10.79ha 11.37ha 

注） A 区分：現存ため池   B 区分：Ａ区分から 1 千ｔ以上 3 戸以上を抽出 
 

比企丘陵地域は他の丘陵地域と比べ谷津地形が多く、その谷津地形を利用した農業を行う

ために谷津沼を造ってきた。また、谷津に囲まれた限りある農地であったため、谷津内の農

地は思うよう拡大することが出来なかった。さらに谷津は痩せ尾根でもあったことから集水

面積も少なく、天水頼りの小さな谷津沼を造ることで谷津の農地は米作りのための谷津田と

なった。谷津田は年貢や換金作物の供給に特化して農業が永く続けられてきた。 
また、当地域は丘陵地形を巧みに利用する農業を行うために谷津沼を造ったが、瘦せ尾根

の谷津から生まれる貴重な天水を最大限に利水出来るように農業を続けるための沼下コミュ

ニティが発達した地域でもある。 
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当地域は関東平野の北西端にある。広い谷底と小谷が発達した、他の地域では例を見ない

ほど高密度に谷津地形が形成され、その最奥部（谷頭部）に谷津沼を築くことで谷津地形を

利用して古くより農業の営まれてきた地域である。 

地形を利用し地域で調達可能な材料を用いて脈々と米作りが行われてきた。天水頼りの貴

重な水を谷津に堤体を築くことで必要なだけ貯め、簡単に、無駄なく下流域の谷津田に分配

してきた。過去から現在まで一貫したこの考えにより行われてきた谷津沼農業である。 
また、当地域には谷津沼を基準とした「沼下」という重要な概念がある。この「沼下」には

複数の意味が含まれており『谷津沼の下流域にある谷津田エリア』や『沼水を管理する水利

組合』、さらに『谷津田の所有者』や『谷津田の耕作農家』、『谷津田に住んでいる家』を指す

こともある。この「沼下」を中心にコミュニティが発達し、複数の沼下が集って「小字」とな

り、その小字が複数集まって「村」となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 53 比企丘陵における谷津地形（2019 立正大学）と谷津沼（☆印）の分布 

５．谷津で完結する貯留・分配・水管理方法 
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ａ．山林（傾斜は緩やかでほとんど 

が 20ｍ～30ｍ程度の小高い山） 
 
ｂ．谷津沼の近くに神社があること 

が多い 
 

ｃ．最上流部（谷頭部）に谷津沼 
 
ｄ．下流の比較的平らな部分に 

谷津田と水路 
 

ｅ．谷津田を望む緩やかな斜面に畑 
や農家宅地 

 
以上のような特色がある。 
 

 
図 55 代表的な谷津の土地利用（イメージ）図 

図 54 谷津の景観（←は流下方向） 

ａ 

ｂ 

ｄ 

ｃ 

ｅ 

土地利用の特色 
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古くからの水管理方法について 

 

・雨水を谷津沼に貯水する 

・自然流下により谷津田へ分配 

・水路は、用水路と排水路を兼ねた 

１系統 

・水路に堰を設けて水位調整（高低差 

が有り、田越しかんがいと水路かん 

がいを併せ持った考え方） 

・降雨は地形に沿って谷津沼、谷津田

に流入 

・沼下（水利組合）による管理 

集水エリアの雨水 
だけ谷津区域に入る 
【貯水は雨水のみ】 

←排水口 
必要に応じて 
水路へ排水 

谷津沼 

谷津田 

排水路又は小河川へ放流 

黄色の破線箇所が谷津沼、青色の破線箇所が水路 

図 56 谷津の水利方法（1） 

←取水堰 
・田越しかんがい 
・斜面水も溜める 

←取水口 
田に入れながら 
下流にも流す 

図 57 明治 44(1911)年の嵐山町（旧七郷村）地図 
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排水路又は小河川へ放流 

谷津田 
 

谷津沼 

集水区域の雨水だけ 
谷津区域に入る 
【貯水は雨水のみ】 

排水路又は小河川へ放流 

集水区域の雨水だけ 
谷津区域に入る 
【貯水は雨水のみ】 

谷津沼 

谷津田 
 

排水を堰き 
止め用水路 
へ反復利用→ 

遊水地から動力を 
使いパイプライン 
により谷津沼へ 

←反復利用 
遊水地 

ほ場整備後の水管理方法(1) 

 

・雨水を谷津沼に貯水する 

・自然流下により谷津田へ分配 

・水路は、用水路と排水路を分けて 

２系統 

・堰上げし、用水へ反復利用 

（田越しかんがいと水路かんがい 

を併せ持った考え方） 

・降雨は地形に沿って谷津沼、谷津田

に流入 

・沼下（水利組合）による管理 

ほ場整備後の水管理方法(2) 

 

・雨水を谷津沼に貯水する 

・自然流下により谷津田へ分配 

・水路は、用水路と排水路を分けて 

２系統 

・堰上げし、用水へ反復利用 

（田越しかんがいと水路かんがい 

を併せ持った考え方） 

・遊水地(ファームポンド)を作った場

合パイプラインで谷津沼へ反復利用 

・降雨は地形に沿って谷津沼、谷津田

に流入 

・沼下（水利組合）による管理 

図 58 谷津の水利方法（2） 

図 59 谷津の水利方法（3） 

←取水口 
田に入れながら 
下流にも流す 

排水口→ 
必要に応じて 
水路へ排水 

排水を堰き 
止め用水路 
へ反復利用→ 

排水口→ 
必要に応じて 
水路へ排水 

←  取水口 
田に入れながら 
下流にも流す 
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谷津沼農業には、谷津沼の水管理方法及び沼

下の関わり模式図からも分かるように、谷津

沼の維持管理には古くから沼下（水利組合）

が関係してきた（図 61）。 

谷津沼に貯えた水を上流から下流に流す分配

と、当地域独自の「沼下」という共同体が行

ってきた話し合いによる水管理業務が不可欠

であった。 

谷津沼農業では、谷津沼を中心に、沼下に

よる維持管理が行われる事により谷津区域内

の秩序が保たれ、景観や生態系までも保たれ

るという好循環が生まれてきた。 

用水路 

排水路 

用水から排水に変わる箇所 

ほ場整備後の水管理方法(2) 

水管理方法の例 

 

・遊水地(ファームポンド)を 

最下流に作り、パイプライン

で最上流の谷津沼へ戻して反

復利用 

・沼下（水利組合）による管理 

排水から用水に変わる箇所 

（上流からの排水再利用） 

ほ場整備後の水管理方法(1) 

水管理方法の例 

 

・用水と排水を分ける 

・堰上げし反復利用 

・沼下（水利組合）による管理 

図 60 谷津の水利方法（4） 

図 61 沼下の関わり 

137



上から下へ流れる水の作用を利用し、無駄なく田に分配するため、水路網が複雑化・発達

（図 62）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分水嶺 

図 62 谷津沼から小河川までの水路網図 

標高約 52.0ｍ 

標高約 49.0ｍ 

標高約 44.0ｍ 

標高約 59.0ｍ 

標高約 80.0ｍ 

標高約 48.0ｍ 

標高約 49.0ｍ 

標高約 45.0ｍ 

標高約 42.0ｍ 

谷津田 

谷津沼 

排水路を通過し小河川へ

放流 

水路模式図 
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上から下へ流れる水の作用を利用し、無駄なく田に分配するため、水の供給エリアが複雑

化している（図 63）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分水嶺 

図 63 谷津沼から小河川まで自然流下する水の供給エリア図 

谷津田 
 

谷津沼 

排水路を通過し小河川へ

放流 

水路模式図 
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過去と現在の谷津沼の対比（上：貞亨四(1687)年の水争いに関する裁許状表面／

中：同裏面の絵図面／下：現在の谷津沼の状況 滑川町羽尾地内） 

図 64 300 年以上変らない谷津沼の状況 
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谷津沼内側 
下流水路側 

ヒボ → 

樋管（ひかん）の構造 

水の流れ方 

図 65 谷津沼から取水する樋管 

谷津沼は、あくまでも稲作のために造られたものである。よって、ただ単に水が貯えら

れれば良いというのではなく、谷津田に水を引く仕組みが必要になってくる。河川等にお

ける水利用の場合にも取水のための特別な仕組みがあるように、谷津沼にも取水のための

特別な仕組みがある。地元に豊富にあった赤松材を利用し、「たて松」と呼ばれる特別

に育成した大きく立派な松を樋管として利用していた（一般的に松は地下水面以下に

あれば腐食の進展は殆どなく、長時間経過しても健全と言われている。当地域では、

「生松 1000 年」と言われている）。 
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①吉見百穴（吉見町） 

 
６世紀後半、在地の墓制とは異な
る横穴墓。各地の谷津の開発に関
係している可能性が高い。 

 

②黒岩横穴墓群（吉見町） 

③比丘尼山横穴墓群（東松山市） 

④天神山横穴墓群（滑川町） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑦中尾遺跡出土の 
  瓦塔(滑川町)  

８世紀、丘陵地の集落遺
跡から出土したミニチュ
ア。庶民生活への仏教の

浸透が窺い知れる。 

  

⑤寺谷廃寺跡出土の軒丸瓦（滑川町） 
 

7 世紀前半の創建とされる東日本最古の古代寺院跡か
らは、日本最古の寺院・飛鳥寺の瓦(右)と同じ｢素弁八
葉蓮華文｣の軒丸瓦が出土している。寺院建立の背景

として、谷津の開発の進展と仏教の浸透が窺われる。 

 
⑥五厘沼窯跡（滑川町） 

 
６世紀末、新しい技術で須
恵器を生産。近接する平谷

窯跡(瓦を生産）とともに
⑤と関係が深い。 

図 66 渡来系文化の受容と「谷津沼（ため池）」の出現 

 

1600 年頃（江戸時代初頭）にはほぼ完成していた当地域の「谷津沼（ため池）」で

築造年が明らかになっているものはない。築造には、大陸の高度な灌漑技術や鉄器等

の道具が必要不可欠であったが、域内に残る渡来系文化の影響を示す古代遺跡や遺

物（上図）の存在から、古墳時代には出現していたと考えてよさそうである。 

⑦ ④ 
⑥ ⑤ 

② 
① 

③ 

６．歴史関連 
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区分け  　総務省：地域ブロック区分に準じて４７区分を東日本と西日本に分けた

区分け  　総務省：地域ブロック区分の類型Ⅳにより区分により１０区分分け

北海道 ① 1 北海道 馬追丘陵

2 青森

3 岩手

4 宮城

5 秋田 笹森丘陵

6 山形

7 福島

8 茨城

9 栃木

10 群馬

11 埼玉 比企丘陵・狭山丘陵

12 千葉 房総丘陵

13 東京 多摩丘陵

14 神奈川 多摩丘陵・大磯丘陵

19 山梨

20 長野

15 新潟 東頸城丘陵・魚沼丘陵

16 富山 宝達丘陵

17 石川 宝達丘陵・奥能登丘陵

18 福井

22 静岡

21 岐阜

23 愛知

24 三重

25 滋賀 水口丘陵・堅田丘陵

26 京都

27 大阪 千里丘陵・枚方丘陵

28 兵庫 津名丘陵

29 奈良

30 和歌山

31 鳥取

32 島根

33 岡山

34 広島

35 山口

36 徳島

37 香川

38 愛媛

39 高知

40 福岡

41 佐賀

42 長崎

43 熊本

44 大分

45 宮崎

46 鹿児島

沖縄 ⑩ 47 沖縄

比較丘陵地域

①

②

都道府
県番号

地域分け  地域分け  

近畿

東北

中国

都道府県名

東日本

西日本

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

九州

関東

北陸信越

中部

四国

⑨
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③
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地
丘

陵
地

台
地

低
地

そ
の

他
・
不

明
等

た
め

池
合

計
数
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国
内

の
主

な
丘

陵
地

域
（１

６
地

域
）
集

約
表

(※
特

に
断

り
が

な
い

限
り

、
ベ

ー
ス

と
し

て
使

用
し

た
地

図
は

 国
土

地
理

院
が

H
P

上
で

公
開

し
て

い
る

地
図

デ
ー

タ
に

よ
る

。
)

各
丘

陵
地

域
に

あ
る

現
存

た
め

池
（
①

）
 と

 水
量

１
千

ｔ以
上

の
た

め
池

（
②

）
 と

 水
量

１
千

ｔ以
上

・
受

益
者

３
戸

以
上

の
た

め
池

（
②

）
 を

比
較

し
た

表

丘
陵

地
名

国
内

丘
陵

地

１
６

地
域

合
計

・平
均

①
②

③
①

②
③

①
②

③
①

②
③

①
②

③
①

②
③

皿
池

3
8
3

3
1
4

7
3

5
6
8

4
8
7

2
4
5

1
6
1

1
4
4

8
7

1
3
1

1
1
7

5
8

3
6

1
0

1
0

1
,2

7
9

1
,0

7
2

4
7
3

谷
池

2
,2

8
1

1
,9

6
9

7
6
7

2
,1

2
0

1
,9

1
1

1
,0

8
9

4
6
5

3
9
4

1
2
1

5
9
6

5
6
7

5
0
0

1
8
7

2
9

2
3

5
,6

4
9

4
,8

7
0

2
,5

0
0

そ
の

他
7
0

7
0

6
7

6
2

6
0

2
3

1
0

1
0

2
1
0

6
3

3
1

1
1

1
8
3

1
4
7

9
6

合
計

た
め

池
数

2
,7

3
4

2
,3

5
3

9
0
7

2
,7

5
0

2
,4

5
8

1
,3

5
7

6
3
6

5
4
8

2
1
0

7
3
7

6
9
0

5
6
1

2
5
4

4
0

3
4

7
,1

1
1

6
,0

8
9

3
,0

6
9

①
に

対
す

る
増

減
数

△
 3

8
1

△
 1

,8
2
7

△
 2

9
2

△
 1

,3
9
3

△
 8

8
△

 4
2
6

△
 4

7
△

 1
7
6

△
 2

1
4

△
 2

2
0

△
 1

,0
2
2

△
 4

,0
4
2

5
4.

8
0
ha

3
5.

0
0
ha

4
0
3.

4
3
ha

不
明

2
1.

7
0
h
a

1
9.

7
4
ha

2
8.

0
4
h
a

0
.7

5%
0
.0

7
%

0
.3

3
%

2
8.

8
1
ha

1
4.

5
8
ha

1
4.

6
4
ha

1
8.

5
1
ha

1
2.

0
0
ha

6
7.

6
0
h
a

0
.1

0%
0
.0

3
%

①
に

対
す

る
割

合
4
3.

2
%

2
0.

0
1
h
a

③
　

②
欄

の
受

益
者

３
戸

以
上

3
,0

69
皿

　
池

4
7
3

1
5.

4
1%

2
.3

8
%

0
.2

0
箇

所
谷

　
池

2
,5

0
0

8
1.

4
5
%

2
1.

9
0
ha

3
5.

9
1
h
a

そ
の

他
9
6

3
.1

3%
2
.1

9
%

1
2
7.

1
6
ha

2
1.

6
2
h
a

0
.1

0%
0
.0

2
%

1
2
9.

0
7
ha

2
0.

9
9
ha

5
6.

5
5
ha

2
8.

4
5
ha

2
7
5.

2
9
ha

不
明

2
5.

0
0%

3
5.

4
8%

3
.9

4%
1
6.

2
9%

0
.7

5
%

1
2.

6
6
h
a

7
.9

8%
2
.8

3%
1
.8

9
%

1
4.

9
3
h
a

①
に

対
す

る
割

合
8
5.

6
%

1
7.

0
1
ha

そ
の

他
1
4
7

2
.4

1%
1
.1

5%
0
.9

9%
0
.1

6
%

②
　

①
欄

の
水

量
１

千
ｔ以

上
6
,0

89
皿

　
池

1
,0

7
2

0
.3

9
箇

所
谷

　
池

4
,8

7
0

1
8.

9
8
ha

3
1.

2
8
ha

1
8.

7
1
ha

2
3.

3
3
ha

1
1.

2
3
h
a

7
.9

8%
2
.3

6%
1
.9

2%
0
.1

6
%

2
8.

2
9
ha

1
6.

2
5
ha

1
1.

9
3
ha

1
6.

7
2
ha

1
6.

5
6
ha

6
7.

6
0
h
a

1
7.

6
0%

5
.1

5
%

7
9.

9
9%

3
2.

3
5%

3
1.

3
9%

6
.4

7%
9
.3

1%
0
.4

8
%

0
.8

7%
0
.1

4%
0
.1

4%
0
.4

4
%

3
2.

0
8%

2
9.

8
1%

6
.5

4%
8
.3

8%
2
.6

3
%

3
0.

1
8
ha

1
7.

7
3
ha

2
2.

8
1
ha

1
0.

9
0
h
a

①
　

現
存

た
め

池

7
,1

11
皿

　
池

1
,2

7
9

1
7.

9
9%

5
.3

9
%

0
.4

6
箇

所
谷

　
池

5
,6

4
9

7
9.

4
4
%

1
0
8.

1
2
ha

2
0.

9
9
h
a

2
.5

7%
0
.9

9
%

1
7.

3
8
h
a

7
.9

9%
2
.2

6%
1
.8

4%
0
.5

1
%

2
5.

3
1
ha

1
5.

6
1
ha

1
1.

7
4
ha

1
6.

5
9
ha

1
5.

0
6
ha

5
2.

7
5
h
a

4
2.

9
4
ha

2
8.

4
5
ha

1
8
8.

0
8
ha

1
4
3.

2
9
h
a

1
1.

1
7
h
a

1
2
0.

3
0
ha

そ
の

他
1
8
3

た
め

池
細

別
全

　
体

　
数

た
め

池
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
H

３
０

）
内

の
地

形
区

分
に

よ
る

た
め

池
数

山
地

丘
陵

地
台

地
低

地
そ

の
他

・
不

明
等

た
め

池
合

計
数

集
水

平
均

面
積

山
地

丘
陵

地
台

地
低

地
そ

の
他

・
不

明
等

8
,7

0
0
㎡

区
　

分

全
体

数
(箇

所
)

タ
イ

プ
別

箇
所

数
箇

所
数

割
合

皿
池

・
谷

池
・そ

の
他

の
池

を
地

形
別

に
再

分
類

し
た

平
均

割
合

1
㎢

当
り

箇
所

数
皿

池
・
谷

池
・そ

の
他

の
池

を
地

形
別

に
再

分
類

し
た

平
均

集
水

面
積

集
水

平
均

面
積

た
め

池
タ

イ
プ

別
に

よ
る

区
分

丘
陵

想
定

面
積

　
(㎢

)
1
5
,5

6
6
.5

5
km

2
た

め
池

の
面

積
を

比
較

現
存

た
め

池
　

平
均

面
積

（
㎡

）
6
,1

1
0
㎡

水
量

１
千

ｔ以
上

の
た

め
池

　
平

均
面

積
（
㎡

）
7
,1

6
0
㎡

調
査

し
た

丘
陵

地
域

の
平

均
高

低
差

：
約

2
8
0
ｍ

程
度

　
平

均
勾

配
：
約

2
.5

％
程

度
水

量
１

千
ｔ以

上
で

受
益

者
３

戸
以

上
た

め
池

　
平

均
面

積
（
㎡

）
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国
内

の
主

な
丘

陵
地

域
各

丘
陵

地
域

に
あ

る
現

存
た

め
池

（
①

）
 と

 水
量

１
千

ｔ以
上

の
た

め
池

（
②

）
 と

 水
量

１
千

ｔ以
上

・
受

益
者

３
戸

以
上

の
た

め
池

（
②

）
 を

比
較

し
た

表

丘
陵

地
名

埼
玉

県

比
企

丘
陵

①
②

③
①

②
③

①
②

③
①

②
③

①
②

③
①

②
③

皿
池

1
1

1
1
6

1
6

1
4

3
3

2
4

4
4

0
0

0
2
4

2
4

2
1

谷
池

9
9

9
2
5
6

2
5
5

2
3
1

9
9

8
0

0
0

0
0

0
2
7
4

2
7
3

2
4
8

そ
の

他
0

0
0

3
7

3
7

1
8

8
0

3
3

0
0

0
0

4
8

4
8

1

合
計

た
め

池
数

1
0

1
0

1
0

3
0
9

3
0
8

2
4
6

2
0

2
0

1
0

7
7

4
0

0
0

3
4
6

3
4
5

2
7
0

①
に

対
す

る
増

減
数

0
0

△
 1

△
 6

3
0

△
 1

0
0

△
 3

0
0

△
 1

△
 7

6

0
.0

0%
0
.0

0
%

4
.0

0
ha

-
4
.0

0
ha

-
-

--

①
に

対
す

る
割

合
7
8.

0
%

1
2.

2
9
ha

そ
の

他
1

0
.3

7%
0
.0

0%
0
.3

7%
0
.0

0
%

8
5.

5
6%

2
.9

6%
0
.0

0%
0
.0

0
%

1
1.

3
7
ha

5
6.

0
3
ha

9
.4

2
ha

1
7.

4
8
ha

-

5
.1

9%
0
.7

4%
1
.4

8%
0
.0

0
%

2
3.

6
3
ha

1
.3

0
ha

3
3.

1
1
ha

5
.5

0
ha

5
.1

0
ha

-
③

　
②

欄
の

受
益

者
３

戸
以

上
2
70

皿
　

池
2
1

7
.7

8%
0
.3

7
%

0
.8

7
箇

所
谷

　
池

2
4
8

9
1.

8
5%

3
.3

3
%

①
に

対
す

る
割

合
9
9.

7
%

1
1.

8
4
ha

そ
の

他
4
8

1
3.

9
1%

0
.0

0%
1
0.

7
2%

2
.3

2
%

②
　

①
欄

の
水

量
１

千
ｔ以

上
3
45

皿
　

池
2
4

1
.1

1
箇

所
谷

　
池

2
7
3

1
0.

8
2
ha

5
6.

0
3
h
a

1
1.

8
2
ha

そ
の

他
4
8

1
3.

8
7%

0
.0

0%
1
0.

6
9
%

0
.8

7%
0
.0

0
%

1
2.

8
3
ha

-
1
0.

3
6
ha

2
1.

9
0
ha

1
9.

0
3
ha

--
-

9
.0

4
ha

1
5.

8
6
h
a

4
.6

4%
0
.8

7
%

2
9.

3
1
ha

9
.0

0
ha

5
.1

0
ha

--

2
.6

1%
7
3.

9
1%

2
.6

1%
0
.0

0%
0
.0

0
%

1
2.

8
3
ha

-
1
0.

3
6
ha

2
1.

9
0
ha

1
9.

0
3
ha

-
1
.1

6%
0
.0

0
%

2
1.

5
7
ha

1
.3

0
h
a

6
.9

6%
0
.2

9
%

7
9.

1
3
%

0
.8

7%
1
.1

6%
0
.0

0
%

2
1.

5
7
ha

1
.3

0
ha

2
9.

3
1
ha

9
.0

0
ha

5
.1

0
h
a

2
.3

1%
0
.8

7%
0
.0

0
%

7
9.

1
9%

2
.6

0%
7
3.

9
9%

2
.6

0%
0
.0

0%
0
.0

0
%

0
.2

9%
4
.6

2
%

1
0.

7
9
ha

5
6.

0
3
ha

9
.0

2
ha

1
5.

8
6
ha

-

山
地

丘
陵

地
台

地
低

地
そ

の
他

・
不

明
等

①
　

現
存

た
め

池

3
46

皿
　

池
2
4

6
.9

4
%

区
　

分

全
体

数
(箇

所
)

タ
イ

プ
別

箇
所

数
箇

所
数

割
合

皿
池

・
谷

池
・そ

の
他

の
池

を
地

形
別

に
再

分
類

し
た

割
合

1
㎢

当
り

箇
所

数
皿

池
・
谷

池
・そ

の
他

の
池

を
地

形
別

に
再

分
類

し
た

集
水

面
積

集
水

平
均

面
積

集
水

平
均

面
積

-

1
.1

1
箇

所
谷

　
池

2
7
4

4
,5

7
0
㎡

水
量

１
千

ｔ以
上

の
た

め
池

　
平

均
面

積
（
㎡

）
4
,5

8
0
㎡

標
高

2
0
ｍ

～
1
5
0
ｍ

程
度

の
丘

陵
地

域
、

、
高

低
差

は
約

1
0
0
ｍ

程
度

（
勾

配
：
1
.0

％
程

度
）

水
量

１
千

ｔ以
上

で
受

益
者

３
戸

以
上

た
め

池
　

平
均

面
積

（
㎡

）
4
,5

5
0
㎡

嵐
山

町
小

川
町

寄
居

町

丘
陵

想
定

面
積

　
(㎢

)
3
1
1
.0

5
km

2
た

め
池

の
面

積
を

比
較

現
存

た
め

池
　

平
均

面
積

（
㎡

）

た
め

池
タ

イ
プ

別
に

よ
る

区
分

丘
陵

関
連

市
町

村
東

松
山

市
熊

谷
市

(旧
江

南
町

)
吉

見
町

滑
川

町

た
め

池
細

別
全

　
体

　
数

た
め

池
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
H

３
０

）
内

の
地

形
区

分
に

よ
る

た
め

池
数

山
地

丘
陵

地
台

地
低

地
そ

の
他

・
不

明
等

た
め

池
合

計
数
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